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「あゝ玉杯に花うけて」の連載第一回目の載った昭和二年五月号以降、昭和十四年十二月号の「満潮」最終回までの約十三年間に紅緑は十篇の長編小説を「少年倶楽部」に連載した。 〈表１〉はその作品名と掲載号の一覧である。
 
修士論文では翻案作品（ 「少年聯盟」 「犬塚信乃」 「黒将軍快々譚」 ）を
除いた七篇の比較を行ったが、本稿では長編第一作「あゝ玉杯に花うけて」と最後の長編「街の太陽」 ・ 「満潮」 （ 「満潮」は「街の太陽」の続篇）を中心に相違点と特徴を考察し い。
 






























































































高などへ進学したあとに官僚となるのか実業家となるのか、竹内 いう戦前の「立身出世」のゴール地点に到達するまでが描かれない。生涯の職業となるかは不明であるが、成人後に特定 職に就き、そ 仕事が軌道にのってい 状況まで描かれるのは「一直線」 「英雄行進曲」
) の二篇












養」を一度も論じていない。 「立身出世」を結末に持 ない作品があ 意味とは、紅緑が少年たちの目標・希望に前進・漸進して くその過程に重きをおいたということ 他ならない。少年たちは登場から終盤に至る








































































千三を実の息 のように 事にしている。酒に酔う 大胆な行動に出てしまう。
 
第一作「あゝ玉杯に花うけて」では十五歳の少年、青木千三が主人公




きないという不幸や、それでも失われない向学心とい 設定は「一直線」と「英雄行進曲」 「満潮」に共通 いる。しかし 「紅顔美談」と「少年讃歌」に加え、後述する 街の太陽」では進 する主人公が描かれている。また、これまで言及されていない 「あゝ玉杯に花うけて」の十一話で見られるような「少女の危機」というエピソードが以降の作品では挿入されている。 その危機については生命が脅かされるものから、蛙を口に押し付けられるいじめまで、程度は各篇によって幅が 。
 
一方で、全く同じ形のエピソードの挿入がある。 「誰かを救う」場面で
「犬を追い払う」 描写がある ころや、 「活動写真 を強く否定すること、「学費の援助の申し出を断る」 ことなどがあげられる。 「活動写真」 と 「学費の援助」は紅緑の考えるところの「修養」のスタイルを反映して る









































































れるのは 彼らの両親か先生、同年の友人だけ なる。その代わりに、働きに出る少年たち 「同僚」という奉公の先輩が登場する その同僚たちは主人公たちを困らせる存在として描かれ、ロールモデルとしての「先輩」という人物は、こ 安場と小原以外に描かれなかったことも七篇と比較した場合には大きな特徴である。
 
 四、 「街の太陽」 ・ 「満潮」作品分析
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ずつ変化していくことがわかる。そこから見えるのは、紅緑が〈立身出世の失敗〉の受け皿として台頭してきたはずの「修養」の限界と矛盾にまで行き着いて まった であ 。
 
















（３）佐藤忠男「少年の理想主義」 『思想の科学』 （一九五 三月号初出
) 

















揮しておりますが、 読者の精神修養のためになるものが甚だ少ないと思います。 」や 「少年小説は何故むつかしいかというに、 一言でも一句でも醜悪を避けねばならず、野卑であるとか、無理であるとか、少年の清い心に悪感化を及ぼすとか、危険な好奇心を挑発せしむるとか、 家庭や学校の方針と違反するとか、 面白いだけで修養にならないとか、凡てそういう事を絶対に警戒せねば りません。 」
 
と、 「 」というこ に注意して執筆 ていることを述べてい 。
 
 
（ささお
 
まなみ・修士課程二年）
 
 
